
製品名 ： TMコート

1. 製品及び会社情報

製品名 TMコート

製品の使用分類 モルタル接着増強剤

供給会社 株式会社 ティ・アイ・シー

〒144-0052 東京都大田区蒲田2-7-17

TEL 03-5711-1022  FAX 03-5711-1077

作成者 帖 佐 芳 明

作成・改定 2010年 8月 19日

2. 危険有害性の要約

GHS分類 分類基準に該当しない

注意 防止 ゴム手袋、メガネ等の保護具を着用する。

対応 皮膚に付着したり、眼に入った場合は水でよく洗い流す。

保管 水禁忌物質との同一場所での保管を避ける。

漏洩 雨水溝、河川などへの流出を避けること。

3. 組成及び成分情報

単一・混合物の区別 混合物

化学名 水溶性混合調剤

成分及び含有量 有効成分  25%  水分  75%

化学名 1.変性スチレンブタジエン共重合体

2.カルボキシルメチルセルローズ

3.脂肪酸アミド誘導体

4.メタクリル高分子系

5.ポリビニールアルコール

6.カーボンブラック（着色剤）

7.消泡剤

8.水

4. 応急措置

目に入った場合 直ちに清浄な水で洗眼した後、医師の診断を受ける。

飲み込んだ場合 多量の水を飲ませ、吐かせる。その後医師の診断を受ける。

吸入した場合 揮発性の低い水溶性液体であり、吸入の可能性は少ない。

皮膚に付着した場合 多量の水で充分に洗い流した後、異常がある場合は医師の診断を受ける。
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5. 火災時の措置

TMコートは水分を多量に含むため、そのままでは引火、発火することはない。

製品乾燥物に着火した場合は次の処置をとる。

消火剤 注水、水噴霧。火災に応じた消火剤を使用すること。

注意 消火水や希釈水の漏洩に注意すること。

消火を行う者の保護 適切な保護器具及び呼吸器を着用すること。

6. 漏出時の措置

環境に対する注意事項 漏出物と琉去水の拡散及び土壌、水路、排水溝、下水道への流出を避ける。

回収方法 自然乾燥させるか、オガクズ・乾燥砂・ウエスなどに吸収させる。

7. 取扱い及び保管上の注意

取扱い できるだけ直接皮膚に触れないようにし、必要に応じて保護具を着用する。

保管 凍結を避け、5～35℃の屋内に保管する。

水禁忌物質との同一場所での保管を避ける。

8. 暴露防止及び保護措置

許容濃度 日本産業衛生学会、ACGIHなどにおいて設定されていない。

適切な保護具 手の保護 不浸透性の保護手袋

眼の保護 飛沫よけゴーグル

皮膚の保護 保護衣

9. 物理的及び化学的性質

外観 黒色乳化型液体（水溶性）

臭い かすかな微臭

pH 7.0  ±0.2 （10%sol） at20℃

引火点 該当しない

蒸気圧/蒸気密度 該当しない

比重 0.98 ±0.2  at20℃

溶解 水に可溶

10. 安定性及び反応性

化学的安定性 製品は安定である。

危険反応の可能性 適正な取扱い、保管下では有害反応は起こらない。

避けるべき条件 凍結、沸騰

混触危険物質 水禁忌物質
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11. 有害性情報

目に入ると刺激、炎症を起こす場合があります。

継続的な皮膚接触により、炎症を起こす場合があります。

12. 環境影響情報

環境作用 情報なし

移動性 液体

13. 廃棄上の注意

廃棄方法 都道府県知事の許可を受けた産業廃棄物処理業者に委託して処理すること。

14. 輸送上の注意

陸上輸送 確実に密栓され、漏れのないことを確認の上、容器破損、荷崩れなどないように

輸送すること。

海上/航空輸送 船舶安全法、航空法に従い、積載及び輸送を行うこと。

15. 適用法令

労働安全衛生法 規制なし。

消防法 規制なし。

廃棄物の処理 規制なし。

船舶安全法 規制なし。

高圧ガス規正法 規制なし。

毒物及び劇物取締法 規制なし。

16. その他の情報

本データシートにおける略号は次の通りです。

GHS グローバル・ハーモナイズド・システム

安全データシートは、危険有害な化学製品について安全な取扱いを確保するための参考情報として、

参考情報として、取り扱う事業者に提供されるものです。

取り扱う事業者は、これを参考として、自らの責任において、個々の取扱いなどの実態に応じた適切な処置を

講じることが必要であることを理解した上で、活用されるようお願いいたします。

したがって、本データシートは、安全の保証書ではありません。
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